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工事名 平成 28 年度 138 号 BP 柴怒田地区東下部工事 
発注者 国土交通省中部地方整備局沼津河川国道事務所 
工 期 自 平成 28 年 12 月 28 日  至 平成 30 年 3 月 30 日 
工事概要 
・橋台工 ・・・1 式  柴怒田橋 A2 橋台(箱式橋台) 
   作業土工・・・・1 式 (床掘り・・・2130 ㎥、埋戻し・・・890 ㎥)    
   橋台躯体工・・・1 基 (H=15.0m、W=21.496m、V=2,124 ㎥) 
   場所打杭工・・・1 式 (φ=1200,L=5.5m,N=42 本) 
・仮設工・・・1 式 
・準備工・・・1 式 
 
工事説明 
国道 138 号線の交通集中による交通渋滞の解消、交通安全の確保及び沿道環境の改善

等を目的に計画されたバイパスを造る事業における橋台を新設する工事である。本工事

対象構造物の特徴として基礎は場所打ち杭、本体は橋台としては珍しい 3 つの部屋と上

蓋を擁する箱式橋台の施工を行った。 
 
工事施工の問題点と解決策 
1. 現場搬入路について 

当初は図-1 の青で示したルートを搬入路とする予定だったが、そのルートの途中に猪

蹴橋という古い橋があり、御殿場市に確認したところ設計 14t 荷重であり、大型車の通

行ができないため、138 号バイパス工事共用に作成された工事用道路を本工事施工箇所ま

で開通させて搬入路とすることになった(図-2)。工事用道路作成箇所、A2 橋台施工箇所

ともに当初設計に入っていなかったため発注者との協議を行い、施工を行った。 
 

 

図-1 当初ルート 図-2 変更ルート 
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終わりに 
 本工事の完成までには多くの問題点を抱えたが、発注者との協議や施工時の工夫など

によって、より無駄のない解決策を見出すことができた。土木工事は多くの人の協力が

あって初めて完成するものであり、工事の流れを円滑にするために無駄のない段取りや

工夫をすることがいかに重要かを学んだ工事であった。今後もこの経験を応用し、無駄

のない美しい施工を目指して努力をしたい。 




